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Industrial Mechanics 必修 ２単位 d, B

概要

関連科目 物理（１，２年），物理実験

授業計画

第１回 運動学：　　　　　物理学と測定，ベクトル　　　　　　（教科書１，２，３章）

第２回 　　　　　　　　　速度と加速度，運動学的方程式

第３回 いろいろな運動：　落下運動，放物運動，円運動（１）　（４章）
第４回 　　　　　　　　　落下運動，放物運動，円運動（２）
第５回 運動の法則：　　　運動方程式　　　　　　　　　　　　（５章）
第６回 　　　　　　　　　運動方程式の解法

第７回 　　　　　　　　　円運動　　　　　　　　　　　　　　（６章）

第８回 前期中間試験
第９回 エネルギー：　　　仕事，仕事－エネルギー定理　　　　（７章）
第１０回 　　　　　　　　　運動エネルギー，仕事率
第１１回 　　　　　　　　　ポテンシャル　　　　　　　　　　　（８章）　　　
第１２回 　　　　　　　　　エネルギー保存則　　
第１３回 運動量：　　　　　運動量と力積　　　　　　　　　　　（９章）
第１４回 　　　　　　　　　運動量保存則，１次元の衝突の問題
第１５回 前期期末試験

第１６回 ２次元の衝突問題，ロケットの推進　　　　　　　　　　（９章）

第１７回 回転運動：　　角速度，角加速度　　　　　　　　　　　（１０章）

第１８回 　　　　　　　慣性モーメントとトルク　　　　　　　

第１９回 　　　　　　　回転運動の運動方程式とその解法

第２０回 　　　　　　　回転運動のエネルギーと仕事

第２１回 　　　　　　　転がり運動，角運動量　　　　　　　　　（１１章）

第２２回 　　　　　　　角運動量とベクトル積，角運動量保存則

第２３回 後期中間試験

第２４回 　　　　　　　歳差運動，ジャイロスコープ　　　　　　　　　　　
第２５回 静止平衡：　　剛体の静止平衡　　　　　　　　　　　　（１２章）
第２６回 　　　　　　　静止平衡にある剛体の例
第２７回 　　　　　　　固体の弾性，ヤング率とひずみ　　　
第２８回 万有引力の法則：万有引力と惑星の運動　　　　　　　　（１４章）
第２９回 　　　　　　　万有引力ポテンシャルと重力場

第３０回 学年末試験

授業開始時に担当者が指示する。
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TARUISHI Kouji, KATSUYAMA 
Tomoo

１－２年次で学んだ物理を基礎に，数学の進度に合わせ解析的な方法を用いて力学の諸問題を定量的
に扱う。特に微分方程式を使った解法と種々の保存則とに力点を置く。工学への応用を配慮し，実用
的な例題を多く取り入れてゆく。

科目目標　
(到達目標 )

運動学的方程式による運動の解析ができること。具体例に応じて運動方程式をたて，それを微分方程
式として解けること。エネルギー・運動量・角運動量の各保存則をさまざまな具体例に適用して問題
を処理できること。回転運動の運動方程式を立てられること。剛体の静止平衡の解析ができること。
万有引力の法則を理解すること。

教科書　　　
器材等 Ｒ．Ａ．サーウェイ著　科学者と技術者のための物理学Ｉ a，Ｉ b

評価の基準と
方法

定期試験を７０％、授業への積極姿勢（小テスト・レポート等も含む）を３０％として評価する。６
０点以上を合格とする。

オフィスアワ
ー

ホームページ　 http://physics.numazu-ct.ac.jp/kyouka.html


